
まちの学芸員　乾
いぬい
 哲
てつ
也
や

小学校６年生の社会科の授業で考
古学に目覚め、札幌学院大学卒業後、
奥尻町、白老町、礼文町、千歳市で発
掘調査を行う。平成14年から厚真町
に根差した学芸員。

北
辺
国
境
の
危
機

江
戸
時
代
の
後
期
に
あ
た
る
西

暦
１
７
０
０
年
代
の
後
半
か
ら
ロ

シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
船
が
、
当
時

「
蝦え

夷ぞ

地ち

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
北

海
道
近
海
に
来
航
し
、
調
査
を
始

め
て
い
ま
し
た
。

１
７
９
０
年
代
に
入
る
と
根
室

や
虻
田
に
来
航
し
、
鎖
国
政
策
を

し
て
い
た
江
戸
幕
府
は
危
機
感
を

募
ら
せ
、
１
７
９
８
年
に
近
藤
重

蔵
や
最
上
徳
内
ら
を
択
捉
島
ま
で

派
遣
さ
せ
、
調
査
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
８
０
０
年
に
は
幕

府
が
蝦
夷
地
を
直
接
支
配
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

北
方
警
備
と
開
拓

幕
府
の
進
め
る
蝦
夷
地
の
沿
岸

警
備
と
開
拓
に
志
願
し
た
の
は
、

旧
武
田
家
臣
団
の
「
八
王
子
千
人

同
心
」
で
し
た
。
１
８
０
０
年
、

１
０
０
人
の
八
王
子
千
人
同
心
が

は
る
ば
る
海
を
渡
り
、
勇
払
と
道

東
の
白
糠
に
50
人
ず
つ
移
り
住
み

ま
す
。

勇
払
隊
は
現
在
の
む
か
わ
町
汐

見
地
区
に
開
発
畑
作
場
を
開
き
、

自
給
自
足
を
目
指
し
た
農
業
開
拓

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
屯
田
兵
の
先
駆
け

と
も
言
え
る
八
王
子
千
人
同
心
で

す
が
、
北
海
道
の
厳
し
い
自
然
環

境
で
の
開
拓
は
、
寒
さ
と
栄
養
失

調
な
ど
に
よ
り
、
わ
ず
か
２
年
間

で
12
人
も
の
病
死
者
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
20
人
以
上

の
隊
士
が
帰
郷
し
、
１
８
０
４
年

に
八
王
子
千
人
同
心
の
蝦
夷
地
移

住
隊
は
惜
し
く
も
解
散
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

浜
厚
真
に
も
駐
屯

勇
払
と
鵡
川
と
の
中
間
に
当
た

る
厚
真
川
河
口
部
に
も
４
人
の
八

王
子
千
人
同
心
が
駐
屯
し
て
お

り
、
浜
厚
真
か
ら
こ
の
地
で
倒
れ

た
隊
士
４
人
と
そ
の
関
係
者
２
名

の
合
同
墓
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
様
似
町
に
あ
る
蝦
夷
三
官
寺

の
１
つ
等
樹
院
過
去
帖
の
没
年
月

日
を
み
る
と
１
８
０
１
年
１
月
12

日
か
ら
４
月
15
日
の
う
ち
に
４
人

の
隊
士
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
と

新
鮮
な
野
菜
が
無
い
こ
と
か
ら
の

壊
血
病
に
倒
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
墓
碑
は
現
在
、
勇
払
開
拓

史
跡
公
園
内
に
移
さ
れ
て
お
り
、

他
の
隊
士
と
と
も
に
約
２
０
０
年

前
の
ア
ツ
マ
に
開
拓
の
鍬
を
お
ろ

し
、
北
方
警
備
の
任
務
に
つ
い
て

い
た
苦
難
の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま

す
。

八
王
子
千
人
同
心
の
悲
話

組
頭
で
あ
っ
た
河
西
祐
介
の

妻
、
梅
は
２
人
の
幼
子
を
残
し
、

25
歳
の
若
さ
で
勇
払
に
て
亡
く
な

り
ま
す
。
恋
し
き
亡
き
妻
を
想
う

夫
の
気
持
ち
を
刻
ん
だ
墓
石
と
、

残
し
た
我
が
子
を
心
配
す
る
梅
が

幽
霊
と
な
っ
て
「
こ
の
子
に
お
乳

を･･･

」
と
家
々
の
戸
を
た
た
く

逸
話
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も

大
切
な
愛
情
を
伝
え
て
く
れ
る
も

の
で
す
。

浜
厚
真
に
入
っ
た
八
王
子
千
人

同
心
た
ち
も
故
郷
に
残
し
て
き
た

家
族
を
思
い
つ
つ
こ
の
地
に
果
て

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

北
の
大
地
に
散
っ
た
幻
の
和
人
開
拓

江
戸
時
代
の
ア
ツ
マ
に
入
っ
た
八は
ち

王お
う

子じ

千せ
ん

人に
ん

同ど
う

心し
ん
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アブタに現れた英国船の絵図

勇払の蝦夷地開拓移住隊士の墓

アツマ詰隊士たちの墓
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